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静岡市の学校と地域の連携推進のビジョン

第４次静岡市総合計画見直しの内容（静岡市HPより抜粋）



静岡市の学校と地域の連携推進のビジョン

第４次静岡市総合計画見直しの内容（静岡市HPより抜粋）



● 目指す子ども像・ビジョンの共有

● 学校教育目標・学校運営方針の承認

● 支援・協働活動についての協議

● 学校評価の実施

（統括的な）地域学校協働活動推進員

（統括的な）地域学校協働活動推進員

（統括的な）地域学校協働活動推進員

学校運営や教育活動

に関する意見



Ａ中学校区
Ａ中学校

●目指す子ども像・ビジョンの共有

●学校目標・学校運営方針の承認

●支援・協働活動についての協議

●学校評価の実施
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統括的な推進員・推進員委嘱までの流れ
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学校応援団と放課後子ども教室

統括的な推進員・推進員が、学校からの依頼に応
じ、ボランティア募集、当日に向けての学校と地域
人材間の連絡調整、必要に応じて当日の運営を
担う。

推進員が、実行委員会と協議しながら、放課後子
ども教室の計画、スタッフ間や関係各所との連絡
調整を担う。推進員が、毎回必ず放課後子ども教
室の現場責任者となっているわけではなく、スタッ
フの中から現場責任者を決めて行っている場合も
ある。



R６年度 学校応援団（ボランティア）活動実績

学習支援 部活動 環境整備 学校安全 学校行事 その他 延べ人数

小学校 22,396 157 12,426 129,355 1,009 10,064 175,407

中学校 1,925 2,091 7,349 3,330 518 928 16,141

合計 24,321 2,248 19,775 132,685 1,527 10,992 191,548

R6地域学校協働実績報告書（年間・市内全小中学校）

統括的な推進員・推進員は、「学習支援」「環境整備」のボランティア募集のコーディ
ネートに関わることが多い。統括的な推進員・推進員によって、学校と地域人材との連
携がスムーズになり、地域人材を生かした学びが展開できることで、子どもたちの学び
の質向上につながる。



◆統括的な地域学校協働活動推進員 …中学校区に1名

○ 中学校区の中心的な役割…推進員との連携・連絡調整

 ○ 小中一貫学校運営協議会に委員として参加

 ○ 中学校または中学校区全体の学校応援団活動のコーディネート

 ○ 地域ボランティアの募集・確保、広報活動など

◆地域学校協働活動推進員 …小学校ごとに1名

○ 所属校（小学校）の放課後子ども教室の企画・運営（79小学校で実施）

 ○ 所属校（小学校）の学校応援団活動のコーディネート

 ○ 地域ボランティアの募集・確保、広報活動など

地域と学校をつなぐコーディネーター



R7年度 統括的な推進員・推進員配置状況

〇統括的な推進員 ３５名
  配置・・・ ３５中学校区
未配置・・・２中学校区（美和中・竜爪中）
施設一体型小中一貫校は配置不可・・・６小中学校

（大河内・梅ケ島・玉川・井川・大川・両河内小中）
※美和中・竜爪中は適任者不在により未配置。

〇推進員 ８４名
  配置・・・ ８０小学校
未配置・・・１小学校（美和小）
※安西・新通・番町・清水有度一小は「学校応援団担当」「放
課後子ども教室担当」と分けているため、２人体制。

※美和小は適任者不在により未配置。

上記のうち、統括な推進員と推進員を兼務している・・・８名

＜R6年度 活動状況＞
〇統括的な推進員・・・年間11,218時間 １人あたり約312時間/年
〇推進員 ・・・年間16,263時間 １人あたり約194時間/年
有償ボランティアとして、１時間あたり1,120円謝金支払いをしている



地域との連携が活性化

・統括的な推進員（推進員と兼務）と安倍川中グループの校長が連携し、地域学習につ
ながる地域人材にお願いをし、地域と語る会を実施。

R6.8.1 地域と語る会（安倍川中グループ）
・中学校区の地域の方、教員が参加。
・地域の方が学習につながるブース（まちおこし、花火大会、商店街、伝統工芸、放課後
子ども教室等）を設置し、教員がブースを回って話を聞いたり、相談したりする。
→夏休み以降の授業に生かしていく。＝子どもの学習の充実へ

地域の方と教職員との連携が活性化（安倍川中G）



中学校でも広がる学校応援団（城内中G・観山中G）



地域を盛り上げる子どもたち（袖師中G）
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地域学校協働活動によって、子どもたちと
地域とのつながりが生まれ、今度は子ども
たちが地域を盛り上げる存在になってきて
います。

（統括的な）推進員の皆さんが、学校と地域
をつないでくれている大きな成果です。



統括的な推進員・推進員の活躍は

大きく、学校にとって

必要不可欠な存在となってきている。

さらに・・・



重要さを増す地域学校協働活動推進員



重要さを増す地域学校協働活動推進員



ますます統括的な推進員・推進員は重要になっ
てくるが、

「後任がいない」

「辞めたくても辞めることが
できない」

という声



統括的な推進員・推進員平均年齢の上昇
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R7年度 在職年数５年以上
〇統括的な推進員・・・１２名（３４％）
〇推進員 ・・・４５名（５４％）

統括
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統括的な推進員・推進員対象アンケート結果①

静岡市統括・推進員対象アンケート（R7.12.24〆切・回答数64）

「やっていてよかった」と思う推進員は８６％だが、続けたいと思う推進員は５４％



統括的な推進員・推進員対象アンケート結果②



統括的な推進員・推進員対象アンケート結果③

「学校応援団の仕事に
負担感がある」と思う
推進員は４２％



統括的な推進員・推進員対象アンケート結果④

「放課後子ども教室の
仕事に負担感がある」
と思う推進員は５１％



統括的な推進員・推進員対象アンケート結果③

「仕事を続けることに不安や悩みがある」と思う推進員は６２％



統括的な推進員・推進員対象アンケート結果③



“学校・地域ひとつなぎ”コーディネーター養成講座

＜目的＞

地域全体で子どもたちの成長を支えるために、
学校と地域をつなぐコーディネート役を担い、
学校の教育活動へ参画し、学校支援・放課
後の居場所づくり等の連携・協働活動を推進
していくことができる人材を育成し、地域と学
校との連携・協働体制を強化していく。
⇒修了後は、統括や推進員として活動できる
人材の育成を目指す。

＜位置づけ＞
静岡シチズンカレッジ「こ・こ・に」の１講座

＜募集方法＞
・区役所、生涯学習交流館へのチラシ配架

・小中学校、統括的な推進員への受講声掛
け依頼
・市ホームページへ掲載



“学校・地域ひとつなぎ”コーディネーター養成講座実績

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 合計

修了生数 １９ ２８ ２２ １７ ２１ ３０ ２６ ２４ １８７

統括になっ
た人数

３ １ ５ ２ １ ８ ４ ２ ２６

推進員に
なった人数

４ ８ ６ ６ ３ ５ ５ ２ ３９

養成講座によって、統括的な推進員・推進員の拡充につながり、一定の成果が出て
いる。特に統括的な推進員不在の中学校区が多かった時期（R4年度まで）は、拡充
に大きな役割を果たした。
R5年度以降は、「交代」という新たな時期に入り、養成講座を修了したからといって、

居住の学区に空きがなければ、統括的な推進員・推進員として活動することができ
ない状況となっている。



そこで、本日協議していただきたいことは

テーマ

「本市の統括的な推進員・推進員の配置を継続するため
に、市教委として継続すべき点と改善すべき点」

視点①現行の統括的な推進員・推進員の選任・委嘱の仕組みを前
 提とし、仕組みを大きく変更せずに実施可能な改善策

（例：人材育成、情報共有の方法、次期候補者の発掘・育成、関係機関との連携強化等）

視点②統括的な推進員・推進員の選任・委嘱の制度や運用方法そ
のものについて、中長期的な視点から見直しを検討すべき点

（例：任期の設定、選出主体のあり方、学校運営協議会との関係性、制度設計の再構築
等）
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